
ＤＩＣ株式会社
くらしをカラフルにする化学の力 
～色のもとをつくり印刷してみよう～

■

■ 小学校５ 小学校６
中学校１ 中学校３
高等学校１ 高等学校３

児童に化学(理科の勉強）が社会生活に密着していることを実感させる。

顔料合成実験（鉄釘、塩酸、過酸化水素水、フェロシアン化カリウムを
利用し、青色の顔料を合成する）と平版印刷実験（水と油の反発を利用
した印刷実験）の２つの実験を通し、以下の結論を導きだす。 
<結論> 
１．人がつくるものは人が色をつけている 
２．｢色のもと｣があり、いろいろな方法で色がつけられている 
３．そこには理科(化学)の力がたくさん使われている

http://www.dic-global.com/ja/release/2016/20160115_02.html

http://www.dic-global.com/ja/
顔料合成実験、平版印刷実験ともに児童がすべて行うことができます。
実験の際には、5～６人の班ごとにティーチングアシスタントがつき、
実験を誘導します。

理 水溶液の性質

35 45 1コマ

0 0

ビーカー、試験管、薬品、印刷用版、用紙、インキ等

プロジェクター、スクリーン

板橋区、北区
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会社名：ＤＩＣ株式会社 

プログラム名：くらしをカラフルにする化学の力 

プログラムの模様： 

 

顔料合成実験 

 

 

 

印刷実験後に印刷物をルーペで観察 

 

 

 


